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マイナスを引きずらないための 

組織内に起こる“不手際”対処の三原則 
◇◆◇ ルールだけではなく事実に即した“ケジメ”方法を決める ◇◆◇ 

マネジメント 

サポート 

『ルールを決めても、組織運営は必ずしもうまく行かな

い』と言われることがあります。もしそうだとしても、い

ったいなぜなのでしょうか。 

そこで、ルールがない場合の不都合と、ルールを決めた

後に生じる不都合に分け、組織の“不手際”マネージ三原

則をとりまとめました。組織運営を難しくする背景には、

根深い複雑さが存在するようですが、まずは三原則に沿っ

て、運営の基本を定めるべきだと考えるからです。 
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